
大学 年生の進路希望と職業観

要旨

大学 年生に対して進路希望や職業観に関する調査を行った。

辻 多 聞

全体から進学希望を除いた半数

は進路

いるこ

豊富で

グ機能

キーワ

大学

を不明とした。 方，就労の

とがわかった。大学として，

整備された情報の提供，及び

の充実が必要となるというこ

ード

年生，進路希望，働く意味と

重要性に関しては大学 年生

職業選択やキャリアデザイン

社会へでることに対する学生

とが示唆された。

目的

の段階で， 分な見解をもっ

に関する教育，これに関連し

の不安を取り除くカウンセリ

て

た

ン

．は

キャ

は非常

いう言

央教育

われて

導がキ

じめに

リア教育という言葉は，日本

に新しい言葉である。キャリ

葉が初めて登場したのは

審議会答申に記載されたのが

いる。それまでは進路指導や

ャリア教育に該当するもので

において

ア教育と

年で，中

最初と言

，職業指

あった。

をつなぐ最後

い。キャリア

性のものでは

な課題の つ

大学 年生

内のものがほ

は高校卒業時

が予想される

の架け橋であるからに他なら

教育の発展は，時代による

なく，今後も大学の抱える重

となることが予想される。

は未成年で高校卒業から 年

とんどである。キャリア成熟

のものと大きく変わらないこ

。さらに，大学でのキャリア

な

過

要

以

度

と

教

平成

万

教育と

る。そ

には

て「納

う意味

現在

年度版国民生活白書に「フ

人」という数字が発表され，

いう言葉は日本語として市

れと同時に，「キャリア」と

「上流階級」，「進路」や「職業

得のいく人生，充実した生き

が含まれることになる。

，全国各地の大学ではキャリ

リーター

キャリア

民権を得

いう言葉

」に加え

方」とい

ア教育に

育をまだ 分

学で必要とさ

する上で，も

れる。よって

あて，彼らの

不安度を調査

意味や目的や

ても調査を行

に受けていない状況であり，

れるキャリア教育を調査，検

っとも最適な層であると考え

本研究では大学 年生を焦点

進路希望，社会にでることへ

することとした。さらに，働

卒業後の仕事の位置づけに関

った。そして，これらの調査

大

討

ら

に

の

く

し

結

非常に

は「キ

どであ

に対す

たフリ

も，大

うが，

力が入れられており，ある私

ャリアデザイン学部」が開設

る。 年度に到来する大学

る学生確保や，社会問題にま

ーター・ニート問題への対応

学でのキャリア教育発展の

何よりも大学が社会と学生（

立大学で

されるほ

全入時代

で発展し

というの

因であろ

未就職者）

果から大学生

求められるこ

．調査方

進路希望お

識調査は，

のキャリア形成に対して大学

とを考察した。

法

よび社会にでることに対する

年前期における講義「社会

に

意

と



組織：

前に記

知の広場 人と学問 」にて

入用紙を配布し，講義終了後

大学教育 第 号（ ）

講義開始

に別室に

表 働くこ

の学部別

とに関する意識調査用紙配布

人数

者

設けた

月下旬

までの

対する

次と記

ること

る有効

提出箱に提出する形式で行わ

実行）。この講義は 年次か

大学生が受講していたので，

データが得られたが，本研究

入した回答結果だけを抽出し

とした。表 は本研究の解析

回答者数の学部別状況を表し

れた（

ら 年次

各学年に

では 年

，解析す

対象とな

ている。

年

人

教

経

理

工

医

農

人数（人）

生以上

文 学 部

育 学 部

済 学 部

学 部

学 部

学 部

学 部

表

す

人文学

教育学

経済学

理 学

工 学

進路希望調査および社会に出る

る意識調査の有効回答者の学部

男（人） 女（人） 不明（人

部

部

部

部

部

ことに対

別人数

）合計（人）

総

．大学卒

表 は，大

結果を示して

学部，経済学

て，理学部，

数

業後の進路希望

学卒業後の進路について尋ね

いる。表 では人文学部，教

部の学生の回答結果を文系と

工学部，農学部のものを理系

た

育

し

と

医 学

農 学

総

働く

仕事の

後期に

ザイン

部

部

数

ことの意味や目的および大学

位置づけに関する意識調査は

おける講義「社会と組織：キ

」で行われた（ 月上旬実

卒業後の

， 年

ャリアデ

行）。記入

してまとめた

の他」とは，

無職など「不

きない進路を

表 大

文

不 明

。また，表 の項目にある

家事手伝い，フリーター，無

明」，「就職」，「進学」に分類

意味している。

学卒業後の進路希望調査結果

系 理系 医学部 全体

「そ

業

で

用紙を

収箱に

におけ

の配布

ように

履修生

くこと

や学部

講義開始前に配布し，講義終

投入する形式で回収した。調

る学生の出席状況，すなわち

状況を表 に示す。表 を見

「社会と組織：キャリアデザ

には， 年生以上が若干存在

に関する意識調査の記入用紙

といった個人関連情報を記入

了時に回

査実施日

調査用紙

てわかる

イン」の

する。働

には学年

する欄が

（

就 職

（

進 学

（

その他

（

注：上段は人

全体に対

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

数（人）、下段はその系の有効回

する割合（％）

）

）

）

）

答者

設けら

年生

しかし

以上の

とから

に関す

れる。

れていなかったために，調査

だけを抽出することはできな

，記入用紙配布者全体に対す

割合が全体の約 ％と非常に

，この調査結果には 年生の

る意識が色濃く反映されてい

結果より

かった。

る 年生

小さいこ

働くこと

ると思わ

文系につい

のは文系全体

ことが分かる

る者がやや多

明か就職を選

いてみると，

てみると，進学を考えている

の約 ％とそれほど大きくな

。残り約 ％は，就職と回答

いものの，ほぼ 分する形で

択する結果となった。理系に

文系の結果とは異なり，進学

も

い

す

不

つ

を



考えて

は，理

いるものが全体の ％を占め

系学部生のほうが卒業後の進

大学 年生の進路希望と職業観

た。これ

路選択の

路が 年生の

言えるだろう

段階でほぼ明確になっている

。学年全体でみると ％，

と

つ

つと

味して

る結果

形で不

ら，文

の進路

進学を

して進学をイメージしやすい

いる。残る ％は，やや就職

が多いものの，文系同様ほぼ

明もしくは就職を考えている

系や理系の学部 年生のうち

として進学をイメージする，

選択できない者のうち約半数

ことを意

を希望す

分する

。以上か

，卒業後

もしくは

は，学部

まり約

合で，大学

ない，または

た。昨今倫理

され，企業に

抑えられつつ

（企業訪問や

人に 人という非常に大きな

年生は卒業後の進路を考えて

迷っているという結果が得ら

憲章，申し合わせの効力が発

よる学生の採用活動の早期化

あるものの，実質的な就職活

合同企業説明会への参加など

割

い

れ

揮

が

動

）

によら

い，も

方，

の進路

多いこ

る専門

い。医

ず，卒業後の進路について考

しくは迷っているということ

医学部の学生の結果をみると

として就職を考えている者が

とがわかる。これは，学部の

性が大きく反映された結果に

学部に在籍している学生は卒

えていな

になる。

，卒業後

圧倒的に

特性であ

他ならな

業後の進

は 年次の

い。つまり

決定していな

で， 年次お

育は，大学教

けにあると言

後期から開始しなければなら

年次にはすでに卒業後の進路

ければならない。こうした意

よび 年次におけるキャリア

育において非常に重要な位置

えよう。

な

を

味

教

づ

働く

自分

現段

世の

表 大

ことがイメージできない

に適した職業がわからない

階で職種を選択することができな

中にどんな職種があるのかわから

学卒業後進路を不明と考える

い

ない

理由

文系 理系 全

（ ）（ ）（

（ ）（ ）（

（ ）（ ）（

（ ）（ ）（

体

）

）

）

）

第

働い

その

注：上

表

希望と考える職業への就職が困難

たほうが良いのかも知れないが、

他

段は人数（人）、下段はその系の回

は，表 において大学卒業後

なように思われる

もう少し大学生活を満喫したい

答総数に対する割合（％）

の進路を る理由におい

（ ）（ ）（

気もする

（ ）（ ）（

（ ）（ ）（

て，「自分に適した職業がわ

）

）

）

か

不明と

を複数

る。表

におい

非常に

外した

大学

選択した者に対して，不明と

回答可で選択してもらった

の結果からも分かるように

て卒業後の進路を不明する

少数な意見であったので，表

。

年生の大学卒業後の進路を

した理由

結果であ

，医学部

者は 名と

では除

不明とす

らない」と

できない」は

となっていた

職を模索，決

な課題である

感じているの

な職種がある

「現段階で職種を選択すること

，文系理系を問わず大きい要

。就職活動において，自身の

定することは，文理問わず大

。大学生自身そのことをすで

であろう。次に「世の中にど

のかわからない」と回答した

が

因

適

き

に

ん

割



表 社会にでることに対する

大学教育 第 号（ ）

不安度調査 ．社会へでることの不安

非常

不安

どち

不安

全く

文系 理系

に不安である

（ ）（ ）

である

（ ）（ ）

らともいえない

（ ）（ ）

はない

（ ）（ ）

不安はない

医学部 合計

（ ）（ ）

（ ）（ ）

（ ）（ ）

（ ）（ ）

表

安度

た結

答し

く，

に出

は社会にでることに対する

を 段階評価で回答してもら

果である。「不安である」と

た学生は全体の ％と最も

ついで「非常に不安である」

％と全体の約 ％の学生が社

ることに対して不安を抱いて

不

っ

回

多

が

会

い

無回

注：上

合につ

となり

た。

（ ）（ ）

答

（ ）（ ）

段は人数（人）、下段はその系の回答

いてみると，文系 ％，理

，文系の学生のほうが高い割

般的によく耳にする企業名は

（ ）（ ）

（ ）（ ）

総数に対する割合（％）

系 ％

合を示し

製造業が

ると

表

不安

ても

る。

する回答総数

ものより多い

不安要因の

いう結果が得られた。

は社会にでることに対して

や楽しみの要因を自由に記入

らった結果をまとめたもので

表 の結果同様，不安要因に

のほうが，楽しみ要因に関す

結果となった。

上位は「仕事」（ ％），

の

し

あ

関

る

「人

非常に

大学

考えて

ような

希望

思われ

％

就職活

多い。企業研究を 分に行っ

年生にとって，製造業は理系

いるであろう。その結果とし

調査結果が得られたと思わ

と考える職業への就職が困難

る」と回答した結果は，

，理系では ％という結果

動を 分していない学生が民

ていない

の仕事と

て，この

れる。「第

なように

文系では

となった。

間企業へ

間関係」（

（ ％）で

れた「金銭」

の要因は，楽

るものであっ

安ではあるも

え方で社会に

かる。しかし

％），「社会的責任（自立

ある。その他不安要因にあげ

や「新しい環境」を加えた

しみ要因としても記入されて

た。つまり，こうした要因は

のの，本人の意思の持ち方や

でる楽しみとなり得ることが

「就職できるかどうか」，「リ

）」

ら

つ

い

不

考

わ

ス

の就職

と考え

や教員

表して

いしか

とって

公務員

がイメ

難易度を決定することは非常

られる。すなわち，この結果

への就職を漠然と希望してい

いるのではないだろうか。製

企業名を知らない大学 年生

は，自身が最もよく知る文系

や教員ということになる。

ージできない」と回答した結

に難しい

は公務員

る割合を

造業ぐら

の文系に

の職業が

「働くこと

果は，文

トラ」，「礼儀

かどうか」な

た事項である

に関しては，

とかなり大き

バブル景気崩

やく歯止めが

社も控えてい

作法（ 般常識）」「適職であ

どは，不安要因としてのみあが

。特に「就職できるかどうか

不安要素としては全体の

な値を占めている。 年度

壊以降の採用枠減少傾向によ

かかり，さらに団塊の世代の

ることから，新規大学卒業生

る

っ

」

％

は

う

退

に

系で

た。理

大きな

る。つ

就職し

だろう

る結果

％，理系で ％という結

系学生は，進学を卒業後の進

選択 として考えているよう

まり理系学生は，無理に卒業

なくても，とりあえず進学す

という漠然とした進路選択を

がここに表れたのではないだ

果になっ

路として

に思われ

後すぐに

ればいい

もってい

ろうか。

とって就職し

はこの就職し

る。厳選採用

通常の就職活

職できないと

よい。またそ

ラ」に関して

やすい状況であった。今後数

やすい傾向が続くと言われて

の傾向が残っているとはいえ

動をすれば，現大学 年生が

いうことは，ほぼ無いといっ

の他の不安要因である「リス

も，世間 般に言われている

年

い

，

就

て

ト

「リ



ストラ

んどな

（強制免職）」が行われた企

く，希望退職を募ったのが実

大学 年生の進路希望と職業観

業はほと

際である。

非常に多様化

ンターネット

，細分化し，そうした情報が

などの情報網を通じて現在の

イ

学

このよ

張的に

を抱い

あげら

値とし

現代的

うに学生たちは，マスコミな

表現された就職状況や社会状

ているといってよい。不安要

れた「適職であるか」という

ては ％と非常に小さいが

な不安要因の つと思われる

どから誇

況に不安

素として

項目は，

，非常に

。社会が

生たちに次々

も細分化され

した企業を

う。学生がそ

同意できる。

と流れてきている。何千何万

た企業から学生が最も自分に

見つけることは困難であるだ

のことに不安に感じることに

に

適

ろ

は

〈楽し

社

表 社会に

み

回答数

仕事

人間関係

会的責任（自立）

金銭

新しい環境

余暇

でることに対する楽しみと不

〈不安

割合（％）

仕

人間

社会的責任

金

新しい

就職でき

安の要素

回答数 割合（

事

関係

（自立）

銭

環境

るどうか

％）

．働

総 数

くことに関する意識調査

リス

礼儀作法（

残

学歴

適職で

総

有意水準 ％

「有」を，み

トラ

般常識）

業

社会

あるか

数

で有意な差がみられた項目に

られない項目には「無」をそ

は

れ

働く

げた

学生」

が大学

学生」

年

企画庁

れてい

ことの意味や目的について，

項目より つ以内で選択する

（前述のように調査対象者の

年生であるが，厳密性を考

と表記する）に求めた。こ

に行われた国民生活選好度調

国民生活局， ）の調査内

るものと同様のものである。

表 に挙

よう「大

割以上

え以降「大

の調査は

査（経済

容に含ま

国民生活

ぞれ表 に示

有意な差が

あった。「働

に関しては，

た。働くこと

とに何かしら

けをしたいと

般的日本人と

している。

見られたのは 項目中 項目

くのは人間として当たり前だ

「大学生」は「日本」より低くな

は単なる義務ではなく，働く

他の意味がある，または意味

考える傾向が，「大学生」は

比べると大きいことをこの結

で

」

っ

こ

づ

果

選好度

ら 歳

その有

の大学

答結果

とは

してい

調査は日本に居住する 人

までの男女を対象とした調査

効回答数は 人であった。

生の有効回答数は 人であ

を表 に示す。表 における

年の国民生活選好度調査の

る。また「日本」と「大学生

の 歳か

であり，

この設問

った。回

「日本」

結果を表

」の間に

は示している

る」，「 分な

い」の項目に

よりも大きい

先のことを裏

お金だけでは

は強いという

。「仕事は生きがいの つで

お金があっても何か仕事がし

対して，「大学生」は「日本

値を示しているということは

付けており，さらに働く目的

ないという傾向が，「大学生

ことである。働く意味や目的

あ

た

」

，

が

」

は



人それ

表 を

ぞれに，いろいろ持っている

みると，「大学生」は「働くこ

大学教育 第 号（ ）

であろう。

とによっ

本」よりも大

生」は働く意

きい傾向にある。つまり「大

味や目的はいろいろある中で

学

，

て人間

入だけ

収入

働く

働く

的に成長できる」や「仕事に

でなく社会的地位も得られる

表 大

を得る手段にすぎない

のは暮らしのためだけでなく社会

のは人間として当たり前だ

よって収

」が「日

人間的成長や

いということ

学生が考える働くことの意味

のためだ

社会的地位を特に望む傾向が

になる。

や目的

日本（％）大学生（％） 有意

無

無

有

強

差

まじ

働く

仕事

仕事

分

働く

仕事

注：「

めに働けばそれなりの見返りが得

ことによって人間的に成長できる

を通じて多くの人々と知り合える

は生きがいの つである

なお金があっても何か仕事はした

ことによって規則正しい、健康的

によって収入だけでなく社会的地

日本」と「大学生」の有効回答数

られる

い

な生活が維持できる

位も得られる

及び回答結果をもとにカイ 乗

無

有

無

有

有

有

有

検定を行った。

．大

「大

メージ

ている

示す。

に関す

学卒業後の仕事の位置づ

学生」に卒業後（就労後）の

して，そのとき仕事を生きが

かについて尋ねた。その結果

この調査は 年に行われた

る世論調査（内閣府政府広報

け

自分をイ

いと感じ

を表 に

勤労意識

室， ）

明確に「仕

が ％であ

％となり

なり低い値を

えば仕事」

％，「大

「日本」を大

事」と答えた割合は，「日本

るのに対して，「大学生」で

，「大学生」は「日本」より

示した。 方で「どちらかと

と回答した割合は，「日本」

学生」が ％と，「大学生」

きく上回った。「仕事」と

」

は

か

い

が

が

「ど

に含ま

労意識

歳以上

で，そ

調査の

「大学

表

れている設問と同様のもので

に関する世論調査は日本に在

の有職者 人を対象に行わ

の有効回答数は 人であっ

結果を「日本」として表 に

生」の有効回答数は 人で

大学生が考える就労後の生活

ある。勤

住する

れた調査

た。この

加えた。

あった。

における

ちらかと言え

すと，仕事を

の結果，「日

となり，両者

本的に「大学

卒業後をイメ

確に仕事が生

のであろう。

ば仕事」の回答割合の両者を

生きがいとする割合となる。

本」で ％，「大学生」で

に大きな違いは見られない。

生」は現段階で就労しておら

ージして回答しているため，

きがいであるとは断言できな

しかし，将来仕事が生きがい

足

そ

％

基

ず，

明

い

と

生

仕事

どち

仕事

生き

わか

きがい

日本（％） 大

らかといえば仕事

以外

がいはない

らない

学生（％）

なるであろう

仕事が生きが

学生」でほぼ

きがいとする

段階ですでに

ていると思わ

割合は，「日

と想像はしているようである

いとする割合が，「日本」と

等しくなることから，仕事を

観念に関しては，大学 年生

有職者と同様の観念が形成さ

れる。「仕事以外」と回答し

本」で ％，「大学生」は

。

「大

生

の

れ

た

％



と，「

値を示

大学生」のほうがかなり高い

した。これは，学生生活のな

大学 年生の進路希望と職業観

表 大学生が考える就労後の仕事の中心性

かで何

とが他

活動な

のだろ

答した

どない

会に出

かしらの生きがいを感じるこ

にあるため（例えばサークル

ど），このような結果となる

う。「生きがいはない」と回

割合は，「大学生」はほとん

。これは，大学生 年生が社

ることに対して大きな夢を抱

最もとるに足らないこ

普通

最も重要なことの

無回答

日本（％） 大学生

との つ

つ

（％）

いてい

らない

学生」

業後，

年生

れる。

だろう

表

ることに他ならない。「わか

」の回答割合に関して，「大

は「日本」と比較してかなり

特に生きがいを想像すること

にとってやや困難な事項であ

この結果はそれを反映したの

か。

は仕事に関して，「最もとる

高い。卒

は，大学

ると思わ

ではない

に足らな

大学 年生の

いうことにな

「大学生」

「レジャー」

および「家族

分してもらっ

段階ですでに形成されている

る。

に大学卒業後の生活を予想し

，「地域社会」，「仕事」，「宗教

」の 項目に対して 点を

た。その結果を表 に示す。

と

て，

」

配

表

いこと

を と

た結果

；

じもの

ヶ国

を示し

の つ」を ，「最も重要なこ

した 段階でその中心性の評

である。この調査は 年に

（ ）調査

梅澤， ）に含まれる調査

である。 調査は日本

で行われ，表 には，日本の

ている。表 の質問項目に

との つ」

価を求め

行われた

（ 隅ら，

項目と同

を含めた

調査結果

おける，

の質問同様

含まれている

る結果を「日

の各項目に対

準偏差及び回

ところ，いず

「大学生」と

が見られた。

，この質問内容も 調査

ものであり，その日本人に関

本」として表 に加えた。表

して，両者の有効回答数標本

答結果をもとに 検定を行っ

れの項目に対しても「日本」

の値に有意な差（有意水準

「大学生」は，「レジャー」や

に

す

標

た

と

％）

「地

人，「大

「日

つ」で

学生」

「大学

よりも

生」の

調査での日本人の有効回答

学生」の有効回答数は 人

本」の最頻値は「最も重要な

ある。 方でこの段階を選択

の割合は ％とそれほど大

生」が最も選択しているのは

少し上の であった（ ％

選択した段階の平均値を算

数は

であった。

ことの

した「大

きくない。

「普通」

）。「大学

出すると

域社会」への

高く，その

「大学生」は

計者又はその

いない。 方

暇を楽しんだ

流をしたりし

ら想像しやす

生活配分量がやや「日本」よ

他の項目はやや小さくなった

基本的に家庭（自身が主たる

配偶者である）や職業を持っ

で「大学生」は学業の合間に

り，ボランティアなどで地域

ているであろう。現在の生活

いものの配点が大きくなるの

り

。

生

て

余

交

か

は

で

となっ

大学生

「大学

仕事中

仕事は

ている

あり，「普通」である よりも

た。 方で，「日本」の平均値

のそれよりもやや高くなる。

生」は， 般的日本人の生活

心性の考えはやや下回るもの

生活の中心になるだろうとイ

ということになる。しかもそ

高い結果

は と，

以上から，

における

の，将来

メージし

の意識は，

当然のことで

な差があると

はない。すな

身の卒業後の

覚と大きな違

あろう。しかし，いずれも有

は言え，それほど大きなもの

わち，大学 年生が想像する

生活配分は， 般的日本人の

いはないように思われる。

意

で

自

感



表 大

大学教育 第 号（ ）

学生が考える就労後の生活の配分

レジ

（趣

地域

（各

仕事

ャー

味・スポーツ・レクレーション・

社会

種の団体・組合・政治組織など）

友人とのつきあいなど）

日本（％） 大学生（％）

宗教

（宗

家族

注：カ

教上の諸活動・信仰など）

ッコ内上段は標本標準偏差、下段は有効回答数を表す

．総

大学

ろ，進

％，

が進学

た。進

括

年生に進路希望調査を行

学を希望する学生の割合は，

理系で約 ％となり，理系の

を希望することが多いこと

学希望者を除く残りをほぼ

ったとこ

文系で約

学生の方

がわかっ

等分する

現象も不安を

とがわかった

大学 年生

したところ，

目的や意味を

向がある。こ

ことが明らか

掻き立てる要素となっている

。

の働くことの意味や目的を調

働くことは単なる義務ではな

もって働きたいと考えている

の傾向は社会人のものより強

となった。働く意味や目的と

こ

査

く，

傾

い

し

割合で

この傾

選択す

る。「

数が少

「働く

「適職

違いは

，学生は就職か不明を選択し

向は文理問わず同じであった

る理由は，大きく分けると

適職がわからない」，「知って

ない」，「採用試験が困難そう

ことがイメージできない」

がわからない」と考える傾向

みられないが，その他 項目

ている。

。不明を

種類であ

いる企業

である」，

である。

は文理に

は，文理

ていろいろあ

長や社会的

も，この調査

後の仕事の位

いとなるで

る。また自

なっていくで

た考えは社会

るなか，大学 年生は人間的

地位を特に望む傾向が強いこ

から明らかとなった。また卒

置づけに関して，仕事が生き

あろうと大学 年生は考えて

身の生活のなかで仕事が中心

あろうとも考えている。こう

人とほぼ同様のものであり，

成

と

業

が

い

と

し

生

に違い

ほと

対して

た。そ

間関係

また，

など，

が生じる。

んどの大学 年生は社会に出

不安を抱いていることが明ら

の主な不安要因としては「仕

」，「社会的責任（自立）」が挙

「就職できるかどうか」や「

ややマスコミによって誇張さ

ることに

かとなっ

事」，「人

げられる。

リストラ」

れた社会

活配分におけ

ぼ同様の傾向

仕事の位置づ

階ですでに，

で高められて

以上の傾向

教育を充実さ

る仕事の割合なども社会人と

にあった。すなわち，卒業後

けに関しては，大学 年生の

般的社会人と同様のレベル

いるという結果が得られた。

を考慮して，大学でのキャリ

せるために必要な事項を以下

ほ

の

段

ま

ア

に



挙げる

て，「

。進路選択が出来ない学生の

知っている企業数が少ない」

大学 年生の進路希望と職業観

要因とし

，「採用試

報の伝達では

生に対して様

分に補うことができない。

々な不安を抱える個々の学生

人

の

験が困

から，

用試験

るが必

や「リ

誇張さ

を掻き

難そうである」が挙げられて

豊富かつ整備された進学関連

情報を含めた就職情報を学生

要である。また，「就職できる

ストラ」など，ややマスコミ

れた情報が，学生の社会に対

立てている傾向にある。正し

いること

情報や採

に提供す

かどうか」

によって

する不安

い採用情

心のケアを行

機能をより充

うか。
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